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(54)【発明の名称】 蛍光画像表示方法および装置

(57)【要約】
【課題】  蛍光画像表示方法および装置において、生体
の組織性状を表示画面上に見やすく表示させる。
【解決手段】  励起光Ｌｅの照射を受けた生体組織から
発せられた蛍光を、４３０ｎｍから５３０ｎｍ近傍の波
長領域において撮像することにより得られた狭帯域蛍光
画像と、前記蛍光を４３０ｎｍ～７３０ｎｍに亘る波長
領域において撮像することにより得られた広帯域蛍光画
像と、参照光の照射を受けた前記生体組織によって反射
された反射参照光を撮像することにより得られた反射参
照光画像とに基づく演算により、生体組織の組織性状を
表す組織性状画像を作成し表示する。組織性状画像を表
示するウィンドウ５３以外の領域である無効領域５２を
画素値０で表示し、ウィンドウ５３と区別して見やすく
する。



(2) 特開２００２－１０２１４６

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  励起光の照射を受けた生体組織から発せ
られた蛍光を特定の波長領域において検出することによ
り得られた第１の蛍光画像と、前記蛍光を前記特定の波
長領域とは異なる波長領域において検出することにより
得られた第２の蛍光画像もしくは参照光の照射を受けた
前記生体組織によって反射された反射参照光を検出する
ことにより得られた反射参照光画像とに基づく演算によ
り、前記生体組織までの距離を補正した前記生体組織の
組織性状を表す組織性状画像を作成し、該組織性状画像
を表示する蛍光画像表示方法において、
前記組織性状画像を表示する組織性状表示領域と、該組
織性状表示領域以外の領域である無効領域を、互いに異
なる形態で表示することを特徴とする蛍光画像表示方
法。
【請求項２】  励起光の照射を受けた生体組織から発せ
られた蛍光を特定の波長領域において検出することによ
り得られた第１の蛍光画像と、前記蛍光を前記特定の波
長領域とは異なる波長領域において検出することにより
得られた第２の蛍光画像もしくは参照光の照射を受けた
前記生体組織によって反射された反射参照光を検出する
ことにより得られた反射参照光画像とに基づく演算によ
り、前記生体組織までの距離を補正した前記生体組織の
組織性状を表す組織性状画像を作成し、該組織性状画像
を表示する蛍光画像表示装置において、
前記組織性状画像を表示する組織性状表示領域と、該組
織性状表示領域以外の領域である無効領域を、互いに異
なる形態で表示させる表示領域制御手段を備えたことを
特徴とする蛍光画像表示装置。
【請求項３】  前記表示領域制御手段が、前記検出によ
り得られた各画像のうち少なくともいずれか１つの画像
中の前記無効領域に対応する領域の画素値を、該画像中
の前記組織性状表示領域に対応する領域の画素値と異な
る値に変更するものであることを特徴とする請求項２記
載の蛍光画像表示装置。
【請求項４】  前記表示領域制御手段が、前記組織性状
画像を作成する際、前記無効領域に対応する領域の画素
値を、前記組織性状表示領域に対応する領域の画素値と
異なる値に変更するものであることを特徴とする請求項
２記載の蛍光画像表示装置。
【請求項５】  前記表示領域制御手段が、前記組織性状
画像を作成する際、前記無効領域に対応する領域の画素
値を演算することなく、該画素値を前記組織性状表示領
域に対応する領域の画素値と異なる値に変更するもので
あることを特徴とする請求項２記載の蛍光画像表示装
置。
【請求項６】  前記表示が、作成された前記組織性状画
像の映像信号により行なわれるものであり、
前記表示領域制御手段が、前記映像信号中の前記無効領
域に対応する信号の値を、前記組織性状表示領域に対応*
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*する領域の信号の値と異なる値に変更するものであるこ
とを特徴とする請求項２記載の蛍光画像表示装置。
【請求項７】  前記表示が、作成された前記組織性状画
像の映像信号により行なわれるものであり、
前記表示領域制御手段が、前記無効領域において前記映
像信号に非表示マスク処理を施すものであることを特徴
とする請求項２記載の蛍光画像表示装置。
【請求項８】  前記表示領域制御手段が、前記組織性状
画像の周辺部を除いた部分のみを前記組織性状表示領域
として表示させるものであることを特徴とする請求項２
から７のいずれか１項載の蛍光画像表示装置。
【請求項９】  前記蛍光画像表示装置が生体内に挿入す
る内視鏡挿入部を有する内視鏡装置であることを特徴と
する請求項２から８のいずれか１項記載の蛍光画像表示
装置。
【請求項１０】  前記励起光を射出する光源を備え、該
光源がＧａＮ系の半導体レーザであることを特徴とする
請求２から９のいずれか１項記載の蛍光画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、励起光の照射によ
り生体組織から発せられた蛍光に基づいて生体組織の組
織性状を表す画像を表示する蛍光画像表示方法および装
置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来より、励起光を生体組織に照射する
ことにより、この生体組織から発生した自家蛍光を画像
として検出し、生体の組織性状を観察する装置が知られ
ている。例えば、体腔内の生体組織に波長４１０ｎｍ近
傍の励起光を照射し、この励起光の照射により生体組織
から発生した蛍光の強度と、この生体組織が受光した励
起光の強度との比率で表される蛍光収率や、励起光の照
射により発生した蛍光中の４８０ｎｍ近傍の波長領域の
強度と、４３０ｎｍ～７３０ｎｍに亘る波長領域の強度
との比率で表される規格化蛍光強度に基づいて作成され
た画像によって生体の組織性状を観察する内視鏡装置が
提案されている。
【０００３】上記蛍光収率は、生体の正常組織および病
変組織が同一強度の励起光を受光した場合に正常組織か
ら発生する自家蛍光の強度が病変組織から発生する自家
蛍光の強度より高くなることに基づいて病変組織と正常
組織との識別を行う指標であり、また、この蛍光収率は
同一の被測定部位における励起光の受光強度とこの励起
光の受光により発生した自家蛍光の発光強度との比率で
表される値なので、励起光を照射する射出点と励起光の
照射を受ける生体組織の被測定部位との距離および角度
等に影響されない生体の組織性状を表す安定した指標と
して利用することができる。
【０００４】実際に蛍光収率を求めるにあたっては、生
体組織が受光した励起光の強度を直接測定することが難
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しいので、近赤外光等の生体組織に吸収されにくい波長
領域を有する参照光の照射を受けた生体組織によって反
射された光（以後反射参照光と呼ぶ）の強度によって前
記生体組織が受光した励起光の強度を代替し、蛍光収率
を求めている。
【０００５】すなわち、蛍光収率は、励起光の照射を受
けた生体組織から発生した蛍光の強度と生体組織が照射
を受けた励起光の強度との比率に基づいて求められる値
であるが、蛍光収率の近似値として、励起光の照射を受
けた生体組織から発生した蛍光の強度と参照光の照射を
受けた生体組織によって反射された反射参照光の強度と
の比率に基づいて近似的に蛍光収率の値を求めている。
【０００６】一方、規格化蛍光強度は、励起光の照射を
受けた生体の正常組織と病変組織とから発生する蛍光の
スペクトルの形状が４８０ｎｍ近傍の波長領域において
異なることに基づいて正常組織と病変組織との識別を行
う指標であり、蛍光収率と同様に、励起光を照射する射
出点と励起光の照射を受ける生体組織の被測定部位との
距離および角度等に影響されない指標である。
【０００７】このように、体腔内の組織性状を画像とし
て観察する内視鏡装置等においては、上記蛍光収率や規
格化蛍光強度等の指標を用いて作成した組織性状画像を
表示させ生体の組織性状を観察している。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、生体の
組織性状を撮像素子上に結像させる結像領域と、この結
像された領域を撮像する撮像領域と、撮像された画像を
表示する表示領域とはそれぞれ異なる領域を有する場合
が多く、例えば観察対象となる生体組織の像が正方形状
の撮像素子上に円形状に結像され、この撮像素子によっ
て撮像された正方形状の画像が長方形状の表示画面に表
示されるような場合には、観察者は長方形状の表示画面
に表示された正方形状の撮像領域中に円形状に表示され
た生体の組織性状を観察することになり、生体の組織性
状が表示されている表示画面中の円形状の領域外には、
撮像素子周辺部の生体組織の像が結像されなかった領域
の画素から出力された信号によるノイズ等が表示される
ので、観察者にとって見にくい表示画面となることがあ
り、生体の組織性状を見誤る虞がある。
【０００９】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、生体の組織性状を表示画面上に見やすく表示させ
ることができる蛍光画像表示方法および装置を提供する
ことを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明の蛍光画像表示方
法は、励起光の照射を受けた生体組織から発せられた蛍
光を特定の波長領域において検出することにより得られ
た第１の蛍光画像と、前記蛍光を前記特定の波長領域と
は異なる波長領域において検出することにより得られた
第２の蛍光画像もしくは参照光の照射を受けた前記生体
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組織によって反射された反射参照光を検出することによ
り得られた反射参照光画像とに基づく演算により、生体
組織までの距離を補正した生体組織の組織性状を表す組
織性状画像を作成し、この組織性状画像を表示する蛍光
画像表示方法において、組織性状画像を表示する組織性
状表示領域と、この組織性状表示領域以外の領域である
無効領域を、互いに異なる形態で表示することを特徴と
する。
【００１１】本発明の蛍光画像表示装置は、励起光の照
射を受けた生体組織から発せられた蛍光を特定の波長領
域において検出することにより得られた第１の蛍光画像
と、前記蛍光を前記特定の波長領域とは異なる波長領域
において検出することにより得られた第２の蛍光画像も
しくは参照光の照射を受けた前記生体組織によって反射
された反射参照光を検出することにより得られた反射参
照光画像とに基づく演算により、生体組織までの距離を
補正した生体組織の組織性状を表す組織性状画像を作成
し、この組織性状画像を表示する蛍光画像表示装置にお
いて、組織性状画像を表示する組織性状表示領域と、こ
の組織性状表示領域以外の領域である無効領域を、互い
に異なる形態で表示させる表示領域制御手段を備えたこ
とを特徴とする。
【００１２】前記表示領域制御手段は、検出により得ら
れた各画像のうち少なくともいずれか１つの画像中の無
効領域に対応する領域の画素値を、この画像中の組織性
状表示領域に対応する領域の画素値と異なる値に変更す
るものとしたり、組織性状画像を作成する際、無効領域
に対応する領域の画素値を、組織性状表示領域に対応す
る領域の画素値と異なる値に変更するものとしたり、組
織性状画像を作成する際、無効領域に対応する領域の画
素値を演算することなく、これらの画素値を組織性状表
示領域に対応する領域の画素値と異なる値に変更するも
のとしたり、映像信号中の無効領域に対応する信号の値
を、組織性状表示領域に対応する領域の信号の値と異な
る値に変更するものとしたり、無効領域において映像信
号に非表示マスク処理を施すものとしたりすることがで
きる。
【００１３】また、前記表示領域制御手段は、組織性状
画像の周辺部を除いた部分のみを組織性状表示領域とし
て表示させるものとしてもよい。
【００１４】また、前記蛍光画像表示装置は、生体内に
挿入する内視鏡挿入部を有する内視鏡装置としてもよ
い。
【００１５】また、前記励起光の光源は、ＧａＮ系の半
導体レーザとしてもよい。なお、ＧａＮ系の半導体レー
ザの発振波長は４００ｎｍから４２０ｎｍの範囲である
ことが好ましい。
【００１６】なお、励起光としては４１０ｎｍ近傍の波
長を持つ光を用いるのが適切であるまた、４１０ｎｍ近
傍の波長を持つ励起光を用いた場合には、４３０ｎｍ～
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７３０ｎｍに亘る波長領域を特定の波長領域とし、４８
０ｎｍ近傍の波長領域を特定の波長領域とは異なる波長
領域とするのが適切である。
【００１７】また、参照光としては、生体組織に吸収さ
れにくい近赤外光を用いるのが適切である。
【００１８】また、演算とは、第１の蛍光画像が有する
各画素の値と、この第１の蛍光画像の各画素に対応する
第２の蛍光画像の各画素の値との比率に基づいて規格化
蛍光強度を求める演算や、第１の蛍光画像が有する各画
素の値と、この第１の蛍光画像の各画素に対応する反射
参照光画像の各画素の値との比率に基づいて蛍光収率を
求める演算等の生体組織の病変部を表す画像を取得する
ための演算、あるいは、上記生体組織の病変部を表す画
像にこの生体組織の形状を表す画像を合成する演算等を
意味するものである。
【００１９】また、互いに異なる形態で表示するとは、
組織性状表示領域と無効領域とが区別しやすいように、
色、明るさ等の形態が異なるように表示することを意味
する。
【００２０】また、無効領域に対応する領域の画素値
を、組織性状表示領域に対応する領域の画素値と異なる
値に変更するとは、表示画面に表示する際に組織性状表
示領域と無効領域とが互いに異なる形態となるように、
無効領域の画素値を組織性状表示領域の画素値とは異な
る値に変更することを意味するものである。
【００２１】非表示マスク処理とは、表示画面中の組織
性状表示領域以外の領域を予め定められた表示形態で表
示し（マスキングし）、組織性状表示領域内のみを、検
出された画像を表示する領域とする処理を意味する。
【００２２】また、表示される画像は動画像であっても
静止画像であってもかまわない。
【００２３】また、生体組織から発せられる蛍光は、予
め蛍光診断薬を吸収させた生体組織に励起光を照射した
際に発生する蛍光（薬剤蛍光）であっても、蛍光診断薬
を吸収させていない生体組織に励起光を照射した際に発
生する蛍光（自家蛍光）であってもどちらでもよい。
【００２４】
【発明の効果】本発明の蛍光画像表示方法および装置に
よれば、生体の組織性状を表す組織性状画像を作成し表
示するにあたり、組織性状画像を表示する組織性状表示
領域と、この組織性状表示領域以外の領域である無効領
域を、互いに異なる形態で表示させるようにしたので、
組織性状表示領域と無効領域とを明確に区別することが
でき、生体の組織性状を表示画面上に見やすく表示させ
ることができる。
【００２５】また、前記表示領域制御手段を、検出によ
り得られた各画像のうち少なくともいずれか１つの画像
中の前記無効領域に対応する領域の画素値を、この画像
中の組織性状表示領域の画素値と異なる値に変更した
り、組織性状画像を作成する際、無効領域に対応する領
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域の画素値を、組織性状表示領域に対応する領域の画素
値と異なる値に変更したり、映像信号中の無効領域に対
応する信号の値を、組織性状表示領域に対応する領域の
信号の値と異なる値に変更したり、無効領域において映
像信号に非表示マスク処理を施したりすものとすれば、
組織性状表示領域と無効領域とをより明確に区別するこ
とができ、生体の組織性状を表示画面上により見やすく
表示させることができる。
【００２６】また、組織性状画像を作成する際、無効領
域に対応する領域の画素値を演算することなく、これら
の画素値を組織性状表示領域に対応する領域の画素値と
異なる値に変更するようにすれば、組織性状表示領域と
無効領域とをより明確に区別することができ、生体の組
織性状を表示画面上により見やすく表示させることがで
きると共に、演算量を低減させることができる。
【００２７】また、表示領域制御手段を、組織性状画像
の周辺部を除いた部分のみを組織性状表示領域として表
示させるものとすれば、例えば、撮像素子上の受光画素
の受光領域中に組織性状画像の結像領域の境界が存在
し、この画素から出力される画像信号の値が生体の組織
性状に対応しない不正確な値となり生体の組織性状を表
す演算結果およびその表示が不安定となるような場合に
おいても、この境界領域に位置する画素から出力される
画像信号に対応する領域を除いて表示させることができ
るので、生体の組織性状を表示画面上により見やすく表
示させることができる。
【００２８】また、蛍光画像表示装置を、生体内に挿入
する内視鏡挿入部を有する内視鏡装置とすれば、生体内
部をより容易に観察することができる。
【００２９】また、励起光の光源を、ＧａＮ系の半導体
レーザとすれば、装置を小型化し、低コスト化すること
ができる。
【００３０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の具体的な実施の形
態について、図面を用いて説明する。図１は、本発明の
蛍光画像表示方法を実施する蛍光画像表示装置を内視鏡
に適用した蛍光内視鏡装置の概略構成を示す図である。
【００３１】本発明の蛍光内視鏡装置８０は、励起光Ｌ
ｅの照射を受けた生体組織１から発せられた蛍光を特定
の波長領域において検出することにより得られた第１の
蛍光画像と、前記蛍光を前記特定の波長領域とは異なる
波長領域において検出することにより得られた第２の蛍
光画像もしくは参照光Ｌｓの照射を受けた生体組織１に
よって反射された反射参照光を検出することにより得ら
れた反射参照光画像とに基づく演算により、生体組織１
までの距離を補正した生体組織１の組織性状を表す組織
性状画像を作成し、この組織性状画像を表示するにあた
り、組織性状画像を表示する組織性状表示領域と、この
組織性状表示領域以外の領域である無効領域を、互いに
異なる形態で表示させる表示領域制御手段である表示領
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7
域制御回路６０を有するものである。
【００３２】上記蛍光内視鏡装置８０は、波長４１０ｎ
ｍの励起光Ｌｅ、および近赤外波長領域の参照光Ｌｓを
発生する光源ユニット１０、光源ユニット１０に接続さ
れ、この光源ユニット１０から発せられた励起光Ｌｅお
よび参照光Ｌｓをライトガイド２１とレンズ２２を通し
て生体組織１に照射し、励起光Ｌｅの照射により生体組
織１から発生した蛍光による蛍光像Ｚｋおよび参照光Ｌ
ｓの照射により生体組織１によって反射された反射参照
光像Ｚｓを対物レンズ２３によってイメージガイド２５
の端面２５Ａに結像させ他端の端面２５Ｂに伝播する内
視鏡挿入ユニット２０、イメージガイド２５の端面２５
Ｂに伝播された各像（蛍光像Ｚｋおよび反射参照光像Ｚ
ｓ）を、結像レンズ３１および回転フィルタ３２を通し
て撮像素子上に結像し撮像してそれぞれの画像データと
して出力する撮像ユニット３０、撮像ユニット３０によ
って撮像された各画像データに基づいて演算を行ない生
体組織の組織性状を表す組織性状画像を作成し出力する
演算ユニット４０、演算ユニット４０から出力された組
織性状画像を表示する表示ユニット５０、撮像ユニット
３０または演算ユニット４０あるいは表示ユニット５０
を制御することにより組織性状表示領域と無効領域とを
互いに異なる形態で表示させる上記表示領域制御回路６
０、および装置全体をコントロールする装置制御ユニッ
ト７０から構成されている。
【００３３】なお、撮像ユニット３０は、図２に示すよ
うな扇状の、４３０ｎｍ～５３０ｎｍに亘る波長領域の
光を透過させる狭帯域フィルタ部３２Ａと、４３０ｎｍ
～７３０ｎｍに亘る波長領域の光を透過させる広帯域フ
ィルタ部３２Ｂと、７５０ｎｍ～９００ｎｍに亘る波長
領域の光を透過させる近赤外帯域フィルタ部３２Ｃとが
結合され一体化され、モータ３８によって回転される上
記回転フィルタ３２、回転フィルタ３２を通して結像さ
れた蛍光による像および反射参照光による像を撮像する
撮像素子３３、撮像素子３３から出力されたアナログ画
像信号をデジタル画像信号に変換するＡ／Ｄ変換回路３
４を有しており、さらに、イメージガイド２５の端面２
５Ｂに伝播された蛍光像Ｚｋを狭帯域フィルタ３２Ａを
通して撮像し、その出力をＡ／Ｄ変換して得られた第２
の蛍光画像である狭帯域蛍光画像データを記憶する狭帯
域蛍光画像メモリ３５、蛍光像Ｚｋを広帯域フィルタ３
２Ｂを通して撮像し、その出力をＡ／Ｄ変換して得られ
た第１の蛍光画像である広帯域蛍光画像データを記憶す
る広帯域蛍光画像メモリ３６、イメージガイド２５の端
面２５Ｂに伝播された反射参照光像Ｚｋを近赤外帯域フ
ィルタ３２Ｃを通して撮像し、その出力をＡ／Ｄ変換し
て得られた反射参照光画像データを記憶する反射参照光
画像メモリ３７、および前記反射参照光画像データを入
力して組織性状表示領域を求める組織性状表示領域判定
器３９を備えている。
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【００３４】また、演算ユニット４０は、狭帯域蛍光画
像メモリ３５に記憶されている狭帯域蛍光画像データ
と、広帯域蛍光画像メモリ３６に記憶されている広帯域
蛍光画像データもしくは反射参照光画像メモリ３７に記
憶されている反射参照光画像データとに基づく演算によ
り蛍光収率もしくは規格化蛍光強度（以後両者をまとめ
て特徴量と呼ぶ）等の病変組織を表す特徴量画像データ
を求めて出力する特徴量抽出演算器４１、特徴量抽出演
算器４１から出力された病変組織を表す特徴量画像デー
タと、生体組織の形状を表す反射参照光画像データとを
合成して組織性状画像を求め映像信号として出力する組
織性状画像演算器４２を備えている。
【００３５】なお、光源ユニット１０から発せられる励
起光Ｌｅの光源としてはＧａＮ系の半導体レーザが用い
られており、内視鏡挿入ユニット２０のライトガイド２
１およびイメージガイド２５は可撓性を有する内視鏡挿
入部に沿って配設されている。
【００３６】また、光源ユニット１０から発せられる励
起光Ｌｅおよび参照光Ｌｓの照射や撮像素子３３による
撮像のタイミングは回転フィルタ３２の回転に同期して
おり、これらの動作のタイミングは装置制御ユニット７
０によって制御されている。また、この装置制御ユニッ
ト７０によって演算ユニット４０における組織性状画像
の取得方式の設定、および表示領域制御回路６０の制御
対象の設定等も行なわれる。
【００３７】次に、上記実施の形態における作用につい
て説明する。
【００３８】まず始めに、装置制御ユニット７０の設定
により、特徴量画像データを規格化蛍光強度を表す画像
として求め、組織性状画像を特徴量画像データと反射参
照光画像データとを合成した画像として求め、表示領域
制御回路６０の制御対象を表示ユニット５０とするよう
に設定した場合について説明する。
【００３９】光源ユニット１０から発せられ、内視鏡挿
入ユニット２０のライトガイド２１を伝播して、その先
端のレンズ２２から射出された励起光Ｌｅの照射により
生体組織１から発生した蛍光は、対物レンズ２３、励起
光カットフィルタ２４、およびイメージガイド２５を経
由し、蛍光像Ｚｋとしてイメージガイド２５の端面２５
Ｂに伝播される。この際、蛍光と一緒に対物レンズ２３
に入射した生体組織１によって反射された励起光Ｌｅの
反射光は励起光カットフィルタ２４によって遮断され
る。
【００４０】イメージファイバの端面２５Ｂに伝播され
た蛍光像Ｚｋは結像レンズ３１によって撮像素子３３上
に結像され撮像されるが、このとき回転フィルタ３２の
狭帯域フィルタ部３２Ａを透過した４３０ｎｍ～５３０
ｎｍに亘る波長領域の蛍光による像は狭帯域蛍光画像と
して撮像素子３３によって撮像され、回転フィルタ３２
の広帯域フィルタ部３２Ｂを透過した４３０ｎｍ～７３
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9
０ｎｍに亘る波長領域の蛍光による像は広帯域蛍光画像
として撮像素子３３によって撮像され、これらの撮像さ
れた画像はＡ／Ｄ変換された後、それぞれ狭帯域蛍光画
像データおよび広帯域蛍光画像データとして狭帯域蛍光
画像メモリ３５および広帯域蛍光画像メモリ３６に記憶
される。
【００４１】光源ユニット１０から発せられ、内視鏡挿
入ユニット２０のライトガイド２１を伝播して、その先
端のレンズ２２から射出された参照光Ｌｓの照射により
生体組織１によって反射された反射参照光による像も上
記蛍光と同様にイメージガイド２５の端面２５Ｂに伝播
される。イメージファイバの端面２５Ｂに伝播された反
射参照光像Ｚｓは結像レンズ３１によって撮像素子３３
上に結像されるが、このとき回転フィルタ３２の近赤外
帯域フィルタ部３２Ｃを透過した７５０ｎｍ～９００ｎ
ｍに亘る波長領域の反射参照光による像が反射参照光画
像として撮像素子３３によって撮像され出力されてＡ／
Ｄ変換された後、反射参照光画像データとして反射参照
光画像メモリ３７に記憶されると共に、組織性状表示領
域判定器３９に出力される。
【００４２】反射参照光画像データを入力した組織性状
表示領域判定器３９は、反射参照光画像データについ
て、生体組織の観察位置の移動に応じて変化する画像領
域と、観察位置の移動に応じて変化しない画像領域とを
判定し、観察位置の移動に応じて変化する画像領域を組
織性状表示領域として定め、その位置情報を出力する、
出力された組織性状表示領域の位置情報は表示領域制御
回路６０に入力され記憶される。
【００４３】狭帯域蛍光画像メモリ３５および広帯域蛍
光画像メモリ３６に記憶された狭帯域蛍光画像データと
広帯域蛍光画像データとは特徴量抽出演算器４１に入力
され、撮像素子３３中の同じ画素によって撮像された画
素値間の除算がすべての画素について行なわれ（すなわ
ち、画素値間の比率がすべての画素について求めら
れ）、規格化蛍光強度を表す特徴量画像データが求めら
れる。この特徴量画像データは、反射参照光画像メモリ
３７に記憶された反射参照光画像データと共に組織性状
画像演算器４２に入力され合成されて組織性状画像が求
められ映像信号に変換されて出力される。
【００４４】この組織性状画像演算器４２から出力され
た組織性状画像を表す映像信号は、表示ユニット５０に
入力されると、映像信号中の無効領域に非表示マスク処
理が施される。すなわち、組織性状表示領域の位置情報
を記憶している表示領域制御回路６０から伝送された制
御信号によって、図３に示すように、表示ユニット５０
の表示画面５１中に、組織性状表示領域以外の領域（無
効領域５２）に対応させた中央に円形状のウィンドウ５
３を有するマスキングが施され（非表示マスク処理を行
ない）、組織性状表示領域に対応する円形状のウインド
ウ５３内に、組織性状画像が表示される。これにより、
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生体の組織性状を表す画像が、マスキングされた表示画
面中のウィンドウ内に表示され生体の組織性状を表示画
面上に見やすく表示させることができる。
【００４５】また、上記のように表示領域制御回路６０
の制御対象を表示ユニット５０に設定した場合には、上
記表示画面中にマスキングを施す代わりに、表示ユニッ
ト５０が入力した映像信号中の無効領域に対応する信号
の値を、組織性状表示領域に対応する領域の信号の値と
異なる値に変更するようにしてもよい。すなわち、組織
性状表示領域の位置情報を記憶している表示領域制御回
路６０から伝送された制御信号によって、表示ユニット
５０に入力された映像信号中の組織性状表示領域以外の
領域に対応する信号の値に、例えば輝度が最低となる値
を割り当て、組織性状表示領域以外の領域である無効領
域を暗く表示させるように表示領域制御回路６０によっ
て表示ユニット５０を制御するようにしてもよい。
【００４６】なお、上記装置制御ユニット７０による設
定の変更によって、組織性状画像の求め方および表示領
域制御回路６０の制御対象を変更することができ、特徴
量画像データとして規格化蛍光強度を用いる代わりに、
狭帯域蛍光画像データを反射参照光画像データによって
除算した（すなわち、狭帯域蛍光画像データと反射参照
光画像データとの比率に基づいて求められた）蛍光収率
を用いたり、特徴量画像データと反射参照光画像データ
とを合成せずに、特徴量画像データをそのまま組織性状
画像として出力させたり、表示領域制御回路６０の制御
対象を、表示ユニット５０に代えて演算ユニット４０や
撮像ユニット３０に変更したりすることができる。
【００４７】例えば、演算ユニット４０を表示領域制御
回路６０の制御対象とする場合には、組織性状画像を作
成する際に、無効領域に対応する領域の画素値を、組織
性状表示領域に対応する領域の画素値と異なる値に変更
するように、表示領域制御回路６０によって演算ユニッ
ト４０を制御すればよい。すなわち、組織性状画像演算
器４２によって特徴量画像データと反射参照光画像デー
タとを合成するときに、組織性状表示領域以外の領域の
画素値を組織性状画像領域を表す画素値とは異なる値、
例えば画素値を０に変更するように表示領域制御回路６
０によって演算ユニット４０を制御するようにすればよ
い。
【００４８】また、組織性状画像演算器４２において特
徴量画像データと反射参照光画像データとを合成せずに
特徴量画像データをそのまま組織性状画像データとして
出力する場合には、特徴量抽出演算器４１において特徴
量画像データを求めるときに、組織性状表示領域以外の
領域の画素値を組織性状画像領域の組織性状を表す画素
値とは異なる値、例えば画素値を０に変更するように表
示領域制御回路６０によって演算ユニット４０を制御す
るようにしてもよい。
【００４９】また、撮像ユニット３０を表示領域制御回



(7) 特開２００２－１０２１４６

10

20

30

40

11
路６０の制御対象とする場合には、検出により得られた
各画像のうち少なくともいずれか１つの画像中の無効領
域に対応する領域の画素値を、この画像中の組織性状表
示領域に対応する領域の画素値と異なる値に変更するよ
うに、表示領域制御回路６０によって撮像ユニット３０
を制御すればよい。すなわち、狭帯域蛍光画像メモリ３
５に記憶されている狭帯域蛍光画像データ、広帯域蛍光
画像メモリ３６に記憶されている広帯域蛍光画像デー
タ、および反射参照光画像メモリ３７に記憶されている
反射参照光画像データのうち少なくともいずれか１つ、
例えば反射参照光画像データについて、その画像データ
中の組織性状表示領域以外の領域に対応する領域の画素
値を、この画像データ中の組織性状表示領域に対応する
領域の画素値と異なる値、例えば画素値を０に変更する
ように表示領域制御回路６０によって撮像ユニット３０
を制御すればよい。
【００５０】これにより、反射参照光画像データ中の組
織性状表示領域以外の領域を表す画素値は０となり、特
徴量抽出演算器４１において蛍光収率を求める演算を行
なうと、すなわち狭帯域蛍光画像データを反射参照光画
像データによって除算すると、特徴量画像データ中の無
効領域の画素値はゼロ割演算を行なった画素値となり、
無効領域の画素値を組織性状表示領域の画素値と異なる
値に変更することができる。
【００５１】なお、反射参照光画像データ中の組織性状
表示領域以外の領域に対応する領域の画素値を０に変更
するには、撮像素子３３中の組織性状表示領域以外の領
域に対応する画素から出力される画像信号を反射参照光
画像データの画素値を０にするような信号として出力さ
せたり、Ａ／Ｄ変換回路３４によって反射参照光画像デ
ータ中の組織性状表示領域以外の領域に対応する画素値
を０に変更して出力させたりする方式を採用することが
できる。
【００５２】また、表示領域制御回路６０によって組織
性状表示領域以外の領域の画素値を変更する場合には、
組織性状画像を作成する際の無効領域における演算を行
なわせないように表示領域制御回路６０によって演算ユ
ニット４０を制御したり、あるいは撮像素子３３中の組
織性状表示領域以外の領域に対応する画素から画像信号
を出力させずに組織性状表示領域に対応する画素のみか
ら画像信号を出力させるように表示領域制御回路６０に
よって撮像ユニット３０中の撮像素子３３のコントロー
ラを制御するようにしてもよい。これにより、演算処理
量が低減され装置の負担が軽減される。
【００５３】また、組織性状表示領域は、組織性状表示
領域判定器３９によって取得する場合に限らず、予め取
得しておいた組織性状表示領域の位置情報を表示領域制*

12
*御回路６０に記憶させておいてもよい。このような場合
には組織性状表示領域判定器３９は不用となる。
【００５４】また、上記表示領域制御回路６０が、組織
性状画像の周辺部を除いた部分のみを組織性状表示領域
に表示させるように、表示ユニット５０、演算ユニット
４０または撮像ユニット３０を制御するようにしてもよ
い。すなわち、組織性状画像の周辺部の領域に上記無効
領域に施した処理と同様の処理を施すように表示領域制
御回路６０によって各ユニットのいずれかを制御するこ
とにより、図４に示すように、比較的ノイズが多く含ま
れる組織性状画像の周辺部分５４を除いた画像が、表示
画面中の組織性状表示領域５３´に表示され、組織性状
画像の周辺部分５４は無効領域５２´として表示される
ので、生体の組織性状を表示画面５１上により見やすく
表示させることができる。なお、上記組織性状表示領域
５３´の形状は円形状、楕円形状、正方形状、長方形状
等の組織性状画像の周辺部分を除くのに適した形状であ
ればどのような形状であってもよい。
【００５５】また、励起光の光源として必ずしもＧａＮ
系の半導体レーザを用いる必要はなくガスレーザ等を用
いてもよい。
【００５６】また、本発明の蛍光画像表示方法および装
置は、内視鏡挿入部を有する蛍光内視鏡装置に限らずコ
ルポスコープ、手術用顕微鏡等にも適用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による蛍光内視鏡示す図
【図２】回転フィルタの構造の詳細を示す図
【図３】マスキングが施された表示画面を示す図
【図４】組織性状画像の周辺部分を除いた画像を表示し
た表示画面を示す図
【符号の説明】
１    生体組織
１０    光源ユニット
２０    内視鏡挿入ユニット
３０    撮像ユニット
３３    撮像素子
４０    演算ユニット
５０    表示ユニット
５１    表示画面
５２    無効領域
５３    ウインドウ
６０    表示領域制御回路
７０    装置制御ユニット
８０    蛍光内視鏡装置
Ｌｅ    励起光
Ｌｓ    参照光
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